
物学的リスク管理の実施に関する原則及びガイドライ

ン（CAC/GL63-2007）｣の 5.1項を引用し、また、コミ

ュニケーションに関する記述を明記することとした。

（3）リスクプロファイル／優先順位付けのプロジェク

ト文書（座長：米国）

次の３点を目的とするガイダンスの作成作業の提案。

ア　抗菌剤耐性の食品由来微生物に関する食品安全

上の問題の特定

イ　リスクプロファイルの作成に必要なデータの特

定

ウ　食品由来の抗菌剤耐性微生物に関するリスクに

ついて作業の優先順位の決定

また、このガイダンスは、JEMRA及び各国・地域の

関係当局がリスク評価を実施する上で使用することを

意図している。

上記の３つのプロジェクト文書案については、第61

回執行委員会でのクリティカル・レビューを経た上で、

第31回総会に新規作業としての承認を諮ることで合意

された。また、総会で新規作業として承認されること

を前提に、それぞれについてW Gを設置し、次回

TFAMR会合に向けてガイドライン原案を作成定するこ

ととされた。

議題５：その他の事項及び今後の作業

このことについて特に提案はなされなかった。

議題６：次回会合の日程及び開催地

第２回TFAMRは、2008年10月又は11月に大韓民国

（ソウル）において開催予定とされた。
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香港特別行政区政府から、香港特別行政区食品環境

衛生部及び食品安全センター主催「2007年獣医公衆衛

生ワークショップ」（10.29～30、於：香港中央図書館

講堂）での講演及び「動物用医薬品の食品への残留基

準設定ワーキンググループ会議」（10.31、於：香港特

別行政区政府食品環境衛生部）への出席要請があり、

これらの会議に出席した。また、最終日に政府の化学

研究所の見学をする機会を得た。以下にその概要を報

告する。

１. 獣医公衆衛生ワークショップ
香港特別行政区食品環境衛生部及び食品安全センタ

ーでは毎年職員を対象にワークショップを実施してい

るとのことであり、今年度は、現在香港特別行政区が

食品における動物用医薬品の残留に対する規制を見直

す方針であることから、動物用医薬品の規制及び残留

に関する話題を中心にワークショップが実施された。

ワークショップのスピーカー、スケジュール及びスピ

ーカーの発表内容は以下の通りであった。

Dr. Dieter Arnold （ Joint FAO/WHO Expert

Committee on Food Additives （JECFA）） “Prudent
use of antibiotics and monitoring of veterinary drugs

residues in food animals.” “Risk assessment on veteri-

nary drugs residues and their MRLs establishment pro-

cedure steps in registering a new veterinary drug.”

Dr. Liz Wagstrom （Assistant Vice President, Science

and Technology Dept., National Pork Board, USA）
“The use of veterinary drug for food animals and pro-

duction of safe pork in pig industry.”

Dr. YUNG Wai-hung, Raymond （Head, Infection
Control Branch, Centre for Health Protection, Dept. of

Health, HKSAR） “The public health impact of antimi-
crobial use in food animals.”

Dr. Shi-xin XU （Ministry of Agriculture of the

People’s Republic of China） “The status of registra-
tion, control and surveillance of the Veterinary Drug

and Residue in China.”

Dr. Doug Scott （National Residue Specialist Meat

Programs Division CFIA （Ottawa）） “Veterinary drug
monitoring and surveillance programme Canada’s cur-

rently employing on farms and in slaughterhouses.”

なお、筆者は “Examination procedures for approval

of veterinary drugs in Japan”として、日本における動

物用医薬品の承認に係る規制を中心にプレゼンテーシ

ョンを行った。

２. 動物用医薬品の食品への残留基準設定ワーキング
グループ会議

ワークショップの翌日、香港特別行政区政府食品環

境衛生部にて標記の会議が行われた。ワークショップ

香港特別行政区食品環境衛生部及び食品安全センター主催

「2007年獣医公衆衛生ワークショップ」及び「動物用医薬品の食品への残

留基準設定ワーキンググループ会議」参加報告

企画連絡室技術指導課　岩本聖子


